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★登場人物 ★
名前は「マネー大根」です。

無駄な経費はサクサクと切っていく、
高いコスト意識の持ち主。
（恵庭市財政課キャラクター）

★ 登場人物 ★
名前は「マネー大臣」です。

縁（￥）の下の力持ちでお金を大事に扱う
（恵庭市財政課キャラクター）

恵庭市では、市民がまちづくりに参画し、市民と行政それぞれが役割を担う
「協働のまちづくり」を進めています。
そうしたまちづくりのために、行政は積極的な情報開示により行政の透明性を
高めつつ、市民との情報共有を図ります。
予算についても、協働のまちづくりを進めていく上での大切な情報のひとつ

です。

しかしながら、行政書類は専門用語が多く、財政関係のこととなると規模
が大きすぎてわかりづらくなってしまいます。
市民の皆様へ「できるだけわかりやすく伝えたい」という思いで作成した

資料です。
これからも、市民のみなさまからのご意見をいただきながら、より理解が

深まるものとなるよう心掛けた資料を目指します。



※このグラフは一般会計の統計です。

　その他、国民健康保険事業や介護保険事業、墓園事業

　など７つの特別会計があるほか、水道事業・下水道事業

　の２つの公営企業会計があります。

○数値で見る比較

R6 R5

市税 88.0 86.0

国・道補助金 83.1 81.1

地方交付税 59.4 57.2

繰入金 33.3 33.2

譲与税・交付金等 26.7 26.7

地方債 11.5 11.7

分担金・使用料等 9.1 9.1

財産収入・諸収入等 6.9 4.7

合計 318.0 309.7

【市税】

【国・道補助金】 国や北海道からの支出金

【地方交付税】 国が一定基準に基づき市に交付する税

【繰入金】 積立金の取崩など

【譲与税・交付金等】 国・北海道が一定基準に基づき市に譲与するもの

【地方債】 長期的な借入金

【分担金・使用料等】 施設やサービス利用者に負担していただくお金など

【財産収入・諸収入等】 土地の貸付や売却収入、利子収入など

１．歳入の状況

（単位：億円）
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【用語解説】

市民の皆さんや法人の方に納めていただいた税金

令和６年度一般会計当初予算額（単位：億円） 令和５年度一般会計当初予算額（単位：億円）

今年の歳入予算はどんな特徴なんダイ？
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〇市税では、前年比+2億円としており、そのうち個人市民税では、物価高騰の影響から給与所得の増加に
よる増収を見込んだのだ。また、土地の評価替えや工場等の償却資産の増加による純固定資産税及び
都市計画税の増収を見込んだりしたのだ。
〇国・道補助金は、障害児施設給付費、公営住宅整備事業の増、市民会館耐震化等改修事業の皆増など
により増となるのだ。
〇地方債は、島松駅周辺再整備事業や公営住宅整備事業などの建設事業が増加要因となるのだ。
一方で、臨時財政対策債は減少と見込んだことから、全体では約2,000万円の減となったのだ。



○数値で見る比較

R6 R5

扶助費 73.9 69.7

補助費・繰出金等 68.5 69.1

物件費 60.2 54.8

人件費 48.0 47.9

建設事業費 27.3 27.9

公債費 26.9 27.1

維持補修費 11.1 11.1

積立金等 2.1 2.1

合計 318.0 309.7

【扶助費】 生活保護や高齢者、障がい者などの援助のための費用

【補助費・繰出金等】 団体等への補助金や特別会計への支払いなど

【物件費】 燃料費や光熱水費、委託料など

【人件費】 職員給与や議員報酬など

【建設事業費】 施設建設や道路、学校の大規模改修などの費用

【公債費】 市の借入金の償還金など

【維持補修費】 公共用施設等を補修するなどの費用

【積立金】 特定の目的のために設けられた基金などへの積立金

２．歳出の状況

（単位：億円）

【用語解説】

令和６年度一般会計当初予算額（単位：億円） 令和５年度一般会計当初予算額（単位：億円）
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歳出予算はどんな特徴なんダイ？

扶助費
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歳出
309.7
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〇補助費・繰出金等や建設事業費が減少している一方、物件費、扶助費が増加しているのだ。
〇主な増加要因として、
・物件費は、自治体情報システム標準化のためのシステム構築委託、ごみ焼却施設の運営が
令和６年度から長期包括的管理運営委託になることなどにより、およそ5.4億円増加しているのだ。
・扶助費は、障がい児給付費や児童手当の増などにより増加しているのだ。
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３．令和６年度主な事業

次のページからは、令和６年度予算（案）の中で

市民関心度の高い事業や新規事業を第５期恵庭市

総合計画の施策体系に沿って掲載しているのだ。



（単位：千円）

事業
№

担当 新規・拡大・継続
令和６年度
事業費

1 恵庭市公式LINE運用事業 情報政策課 新規 338

2 生活困窮者自立支援事業（任意事業） 福祉課 新規 7,505

3 ケアラー支援推進事業 福祉課 拡大 2,344

4 骨髄バンクドナー支援事業 保健課 拡大 1,345

5 不妊治療費（先進医療）等助成事業 えにわっこ応援センター 新規 946

6 産後ケア事業（日帰り型・訪問型） えにわっこ応援センター 新規 3,199

7 ワーケーション推進事業 商工労働課 新規 1,560

8 緑のふるさと森林公園等環境整備事業 花と緑・観光課 継続 7,691

令和６年度予算（案）内容情報公開　掲載事業一覧

事業名

Ⅰ 市民による市民のためのまち

●総合計画　目標２　時代のニーズに沿った変革

Ⅱ  誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

●総合計画　目標１３　来てみたいまち　住んでみたいまち

●総合計画　目標８　夢と健康を育むまち

Ⅲ  希望と活力に満ちたまち

●総合計画　目標７　助け合いいのちを大切にするまち

●総合計画　目標１２　暮らしを支える商業



9 保育士等合同研修会開催事業 幼児保育課 新規 192

10 保育体制強化事業（保育士人材確保対策事業） 幼児保育課 継続 32,520

11 地域学校協働活動推進事業 社会教育課 新規 267

12 市民会館耐震化等改修事業 教育施設課 継続 183,606

13 史跡カリンバ遺跡整備事業 郷土資料館 拡大 4,990

14 島松駅周辺再整備事業 事業調整課 拡大 219,225

15 島松地区複合施設整備事業 まちづくり推進課 新規 5,280

16 道路橋梁維持補修事業（街路植樹桝・植樹帯管理事業助成金） 管理課 拡大 2,681

17 バリアフリー特定施設（公園）整備事業 公園緑地課 継続 41,481

18 市営住宅学生入居事業 市営住宅課 新規 2,100

19 バイオマス含有有料指定ごみ袋導入によるCO2削減事業 廃棄物管理課 新規 3,801

20 ゼロカーボンに向けた市民向け啓発事業 脱炭素推進課 拡大 6,391

●総合計画　目標２３　ごみの減量と適正な処理

●総合計画　目標２４　次世代へつなげる環境

●総合計画　目標１８　地域の特性を生かしたコンパクトなまちづくり

Ⅳ　人が育ち文化育むまち

●総合計画　目標１４　地域で育む子育て環境

●総合計画　目標１５　心豊かな思いやりをもった子どもの育成

●総合計画　目標２２　住み続けたくなるまちづくり　住まいづくり

Ⅴ　 地域資源・都市基盤を活かすまち

●総合計画　目標１９　水と緑豊かな生活空間づくり

●総合計画　目標１７　手を取り合い創造性を育む文化芸術

☆財政用語解説☆

事業の財源

国補助金 ：国からの補助金

道補助金 ：北海道からの補助金

地方債 ：事業を実施するため借りるお金

基金繰入 ：特定目的の基金の取崩
市税等 ：市税や交付税など使途が限定されていない収入
調整交付金：正式名称を「特定防衛施設周辺整備調整交付金」といい、防衛施設のある市町村への交付金



1 2

事
業
概
要

〇市内学校等における講演会
〇地域情報誌掲載、ラジオ等による市民周知
〇ケアラー宅の留守番サービス

事
業
概
要

〇骨髄バンクドナー助成
日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において、骨髄・末梢血幹細胞の提供者となっ
た市民の方に、骨髄提供のために要した入通院日数に応じて助成金を支給します。
〇骨髄バンク等普及啓発事業
市民や企業等に骨髄等移植の現状や骨髄バンク事業の理解を求め、ドナー休暇制度やド
ナー助成事業推進に向けた普及啓発を行います。

予
算
要
求
内
容

〇報償費
〇旅費
〇需用費
〇役務費
〇委託料
〇使用料及び賃借料

予
算
要
求
内
容

〇報償費
〇役務費
〇使用料及び賃借料
〇骨髄バンクドナー助成金

財源：基金繰入 2,344千円 財源：基金繰入 1,345千円

目
的
・

効
果

ヤングケアラーを含むケアラー支援に関する施策を総合的かつ計画的に推進す
るため、条例の施行と併せてケアラー支援施策の周知及びケアラー宅の留守番
サービスを行います。

目
的
・

効
果

骨髄等移植の推進及び骨髄提供者となったドナーの経済的、心理的負担の軽減
を図るための環境づくりを推進します。

1,345千円

□　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 福祉課 □　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 保健課

事業No.3 ケアラー支援推進事業 2,344千円 事業No.4 骨髄バンクドナー支援事業

基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

目標 目標
助け合いいのちを大切にするまち 助け合いいのちを大切にするまち7 7

事
業
概
要

○LINEの公式アカウントの運用
○必要な情報にたどり着きやすいリッチメニュー
○チャットボットによる自動応答機能
○プッシュ通知による情報発信機能
○市民からの通報機能等を提供

事
業
概
要

〇長期離職者等へのボランティア活動、職場体験を通じた就労準備機会の創出
〇家計状況の把握ができていない、債務や滞納等を抱えている方への家計改善
に向けた相談の実施

予
算
要
求
内
容

○手数料
○利用料

予
算
要
求
内
容

〇委託料

財源：基金繰入 338千円 財源：国補助金 5,003千円　　基金繰入 2,502千円

目
的
・

効
果

多くの市民が使い慣れており、直感的な操作ができるLINEを活用することで、効
果的な情報発信や情報の検索性を高めることができ、チャットボットにより24時間
365日の問合せに回答することで、市民の多様なライフスタイルに対応します。

目
的
・

効
果

従来から実施している生活困窮者自立支援事業を拡充し、就労準備支援事業等
（任意事業）を一体的に実施し、長く就労していない方に活動の場への参加を働
きかける等、一般就労につながる支援を行います。併せて、家計管理の相談事業
を行い、生活困窮者の家計改善にも対応します。

7,505千円

■　新規　□　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 情報政策課 ■　新規　□　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 福祉課

事業No.1 恵庭市公式LINE運用事業 338千円 事業No.2 生活困窮者自立支援事業（任意事業）

基本目標Ⅰ.市民による市民のためのまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

目標 目標
時代のニーズに沿った変革 助け合いいのちを大切にするまち2 7



目標
夢と健康を育むまち 夢と健康を育むまち8 8

基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち 基本目標Ⅱ.誰もが健康で安全安心に暮らせるまち

目標

3,199千円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） えにわっこ応援センター ■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） えにわっこ応援センター

事業No.5 不妊治療費（先進医療）等助成事業 946千円 事業No.6 産後ケア事業（日帰り型・訪問型）
財源：道補助金 472千円　　基金繰入 474千円 財源：国補助金 1,599千円　　基金繰入 1,600千円

目
的
・

効
果 先進不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図ります。

目
的
・

効
果

産後まもない母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心し
て子育てが出来る支援体制を整備します。

事
業
概
要

○特定不妊治療を行う際に保険適用された治療と併用して実施された先進医療
にかかる費用と交通費の一部を助成します。

事
業
概
要

〇委託契約している助産所の助産師等が、日帰り入所（日帰り型）や家庭訪問
（訪問型）により、母への心身のケア、授乳指導や育児サポートを行います。

予
算
要
求
内
容

○扶助費

予
算
要
求
内
容

○委託料

目標
暮らしを支える商業 来てみたいまち　住んでみたいまち12 13

基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち 基本目標Ⅲ.希望と活力に満ちたまち

目標

7,691千円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 商工労働課 □　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 花と緑・観光課

事業No.7 ワーケーション推進事業 1,560千円 事業No.8 緑のふるさと森林公園等環境整備事業

財源：国補助金 780千円　　基金繰入 780千円 財源：国補助金 140千円　　基金繰入 7,551千円

目
的
・

効
果

近年、地方での「リモートワーク」や余暇を兼ねて観光地でテレワークをする「ワー
ケーション」などの新しい働き方の需要が広がっていることから、本市への関係人
口の創出や移住定住の促進、市内企業への企業進出などによる地域経済の活
性化を図ることを目的として、ワーケーション推進事業を実施します。

目
的
・

効
果

第５期恵庭市総合計画や第２期恵庭市観光振興計画（受入環境の整備、情報発
信の強化、観光資源の魅力向上）、恵庭市総合戦略を実現するために、緑のふる
さと森林公園の利活用が求められていることから、当該事業を行うことにより、交流
人口の拡大とそれに伴う経済波及効果の拡大を図ります。

3 4

事
業
概
要

○企業に対して本市でのワーケーション利用に関する訪問営業を実施
○テレワークスペースの活用を目的としたはなふる集会施設のwi-fi設置
○プロモーション用パンフレットの作成
○SNS等を活用したWEB広告の実施

事
業
概
要

〇老朽化したえにわ湖自由広場内にあるトイレ浄化槽整備及び緑のふるさと森林
公園内のアスレチック遊具改修や林道の補修整備、引馬乗馬体験の実施

予
算
要
求
内
容

○旅費
○広告料
○パンフレット作成委託
○使用料及び賃借料　等

予
算
要
求
内
容

〇委託料
〇工事請負費



目標
地域で育む子育て環境 地域で育む子育て環境14 14

基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち 基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち

目標

32,520千円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 幼児保育課 □　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 幼児保育課

事業No.9 保育士等合同研修会開催事業 192千円 事業No.10 保育体制強化事業（保育士人材確保対策事業）
財源：国補助金 96千円　　基金繰入 96千円 財源：国補助金16,260千円　道補助金8,130千円　基金繰入8,130千円

目
的
・

効
果

保育所等が、園児にとって、健康で安全に生活できる場となるよう、保育士等の資
質向上を図ります。また、他園の保育士等との交流、情報交換の場を設けることに
より、保育士等のモチベーション向上を図ります。

目
的
・

効
果

保育所等における周辺業務を行う人員の配置を支援することで、保育士の業務
負担の軽減など就労環境の改善を図ります。

事
業
概
要

〇市内保育所等（全２０園）の保育士等を対象とした研修会を開催します。
【研修内容】特別支援児童に関する研修、不適切保育防止に関する研修等

事
業
概
要

〇市内保育所、保育所型認定こども園、幼保連携型認定こども園における保育
支援者、園外活動見守り人員、スポット支援員の配置に要する費用を補助しま
す。
〇市内幼稚園型認定こども園、小規模保育事業所、事業所内保育事業所におけ
る園外活動見守り人員、スポット支援員の配置に要する費用を補助します。

予
算
要
求
内
容

〇講師等謝礼
〇消耗品費
〇会場借上
〇印刷製本費

予
算
要
求
内
容

〇補助金

目標
心豊かな思いやりをもった子どもの育成 手を取り合い創造性を育む文化芸術15 17

基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち 基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち

目標

183,606千円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 社会教育課 □　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 教育施設課

事業No.11 地域学校協働活動推進事業 267千円 事業No.12 市民会館耐震化等改修事業
財源：道補助金 178千円　　基金繰入 89千円 財源：国補助金 74,800千円　　地方債 108,800千円　　市税等 6千円

目
的
・

効
果

市内全小中学校へ導入した学校運営協議会での議論を地域学校協働活動とし
て実践につなげていくため、学校と地域人材とのマッチングを行う地域コーディ
ネーターを配置し、各コミュニティ・スクールによる地域学校協働活動の充実を支
援します。

目
的
・

効
果 耐震改修等を実施し、市民会館利用者の安全・安心の確保を図ります。
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事
業
概
要

〇市内各コミュニティ・スクールの状況や要望に応じて、地域コーディネーターの
段階的な配置を進めます。

事
業
概
要

〇３ヵ年で行う耐震化等改修事業の一部工事
　・内部耐震壁の設置
　・非構造部材の耐震化として大ホールの天井落下防止対策
　・屋上防水
　・授乳室新設等

予
算
要
求
内
容

〇報償費

予
算
要
求
内
容

○工事請負費
○監理委託料



目標
手を取り合い創造性を育む文化芸術 地域の特性を活かしたコンパクトなまちづくり17 18

基本目標Ⅳ.人が育ち文化育むまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

219,225千円

□　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 郷土資料館 □　新規　■　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） 事業調整課

事業No.13 史跡カリンバ遺跡整備事業 4,990千円 事業No.14 島松駅周辺再整備事業
財源：国補助金 2,494千円　　基金繰入 2,496千円 財源：国補助金 85,174千円　　地方債 119,600千円　　基金繰入 14,451千円

目
的
・

効
果

史跡カリンバ遺跡は周囲を住宅や文教施設に囲まれた恵まれた場所にあります。
史跡の現地整備を行い遺跡の学習や散策などを行えるようにすることで、教育や
市民の憩いの場としての活用、また観光面での寄与も期待できます。

目
的
・

効
果

ＪＲ島松駅周辺の歩行者空間のバリアフリー化を進め、「歩いて暮らせるまち」を目
指します。

事
業
概
要

○史跡カリンバ遺跡の現地整備（園路や多目的広場の整備、説明板などの設置）
に向けて、基本設計を行います。基本設計は遺跡や史跡整備の専門家などから
構成される委員会を開催し、その方向性や手順を検討しながら進めます。

事
業
概
要

○島松駅沿線整備工事
○島松駅東口駅前広場整備工事

予
算
要
求
内
容

○委託料

予
算
要
求
内
容

○旅費
○需用費
○役務費
○使用料及び賃借料
○工事請負費

目標
地域の特性を活かしたコンパクトなまちづくり 水と緑豊かな生活空間づくり18 19

基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

2,681千円

■　新規　□　拡大　□　継続　■　市長政策 （担当） まちづくり推進課 □　新規　■　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 管理課

事業No.15 島松地区複合施設整備事業 5,280千円 事業No.16 道路橋梁維持補修事業（街路植樹桝・植樹帯管理事業助成金）

財源：基金繰入 5,280千円 財源：基金繰入 2,681千円

目
的
・

効
果

島松支所・図書館島松分館は、老朽化により施設環境が劣化していることから、再整備など
が必要となっております。これら機能と子育て機能を複合化させた施設を島松駅に隣接した
場所に整備することで、市民の交流の場、サードプレイスを形成し、H24構想に掲げる「にぎ
わいの創出」や公共施設の利便性向上を図ります。

目
的
・

効
果

市民と市が協働して植樹桝および植樹帯の適切な管理を行うことにより、地域の
環境改善および公共施設に対する愛護意識の高揚を図るとともに、緑豊かな潤
いのあるまちづくりを推進するため、助成金を負担することで団体等の継続的な取
り組みを促進します。
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事
業
概
要

〇島松支所、市民センター、図書館分館に加えて、にぎわいの創出のため子育
て機能（子育て支援センター、子どもひろば）を集約した複合施設の整備
〇市民交流スペース、学習スペース、幅広い世代の子どもが遊べるスペースの設
置

事
業
概
要

〇助成金制度の拡大
　・年2回以上除草で65円/㎡、3回以上除草の場合は98円/㎡を適用
　・助成金の上限額を20万円/年・団体から30万円/年・団体に増額

予
算
要
求
内
容

〇事業者選定支援委託

予
算
要
求
内
容

〇植樹桝・植樹帯管理助成金



目標
水と緑豊かな生活空間づくり 住み続けたくなるまちづくり　住まいづくり19 22

基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

2,100千円

□　新規　□　拡大　■　継続　□　市長政策 （担当） 公園緑地課 ■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 市営住宅課

事業No.17 バリアフリー特定施設（公園）整備事業 41,481千円 事業No.18 市営住宅学生入居事業
財源：地方債 37,300千円　　基金繰入 4,181千円 財源：基金繰入 1,671千円　　その他 429千円

目
的
・

効
果

恵庭市バリアフリー特定事業計画（令和4年3月策定）において、バリアフリー化を
予定している公園のトイレ及び園路のバリアフリー化を実施します。

目
的
・

効
果

市営住宅における高層階の空き部屋について、学生向けに貸し出すことにより、
空き部屋の解消及び地域コミュニティの活性化を図ります。

事
業
概
要

○かつら公園の既存トイレ改修、多目的トイレの増設
○かつら公園の園路の改修、出入口の段差解消

事
業
概
要

○学生入居の対象住戸
　・対象住戸：旭団地1～4号棟/5階
　・対象戸数：3戸
　・入居対象：大学生及び大学院生

予
算
要
求
内
容

○工事請負費

予
算
要
求
内
容

○住戸修繕料

目標
ごみの減量と適正な処理 次世代へつなげる環境23 24

基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち 基本目標Ⅴ.地域資源・都市基盤を活かすまち

目標

6,391千円

■　新規　□　拡大　□　継続　□　市長政策 （担当） 廃棄物管理課 　新規　 　拡大　 　継続　 　市長政策 （担当） 脱炭素推進課

事業No.19 バイオマス含有有料指定ごみ袋導入によるCO2削減事業 3,801千円 事業No.20 ゼロカーボンに向けた市民向け啓発事業

財源：市税等 3,801千円 財源：国補助金 2,150千円　　道補助金 1,000千円　　基金繰入 3,241千円

目
的
・

効
果

ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組みとして、天然化石資源の使用削減及
び発生する温室効果ガスの排出抑制の観点から、バイオマス由来のプラスチック
及び再生プラスチックを使用した有料指定ごみ袋を導入します。

目
的
・

効
果

家庭部門のCO2排出量削減に向け、幅広い層の環境意識の醸成につながる周
知・啓発を継続します。また、ゼロカーボンの取組へのインセンティブ付与システ
ムによる実践、継続についての動機づけを図ります。
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事
業
概
要

〇バイオマス素材及び再生プラスチックを含有した有料指定ごみ袋の製造
〇CO2削減に向けた周知啓発

事
業
概
要

○集客イベントにて「うちエコ診断（家庭の省エネ支援）」「子ども向け環境講座」を実施
○市内商業施設等での「うちエコ診断（家庭の省エネ支援）」実施
○ラジオ放送・タウン誌記事掲載、アクションプランのパンフレット配布によるゼロカーボンの
普及・啓発
○ゼロカーボンの取組へのインセンティブ付与システムの設計～作成～運用

予
算
要
求
内
容

〇委託料
〇広告料
〇印刷製本費

予
算
要
求
内
容

○消耗品費
○広告料
○委託料
○使用料及び賃借料



当資料の他にも、予算や決算について様々な情報を掲載しています。

☆ 令和６年度予算についてもっと詳しく知りたい！ 　　☆ 今までの決算状況について気になる！
　「令和６年度予算の概要」では、来年度の恵庭市の重点施策や 　　　「決算の概要」「わたしのまちの財政状況」では、当該年度の市税の使い道や借金の状況等、
　基金の使い道等、予算に関する様々な情報を掲載しています。 　　　恵庭市の台所事情について近隣市と比較し説明しています。
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